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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月5日(2018.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチチャネルの音声音響入力信号を構成する複数のチャネル信号を全て加算して加算
信号を生成し、前記複数のチャネル信号のチャネル間の差分信号を生成する変換部と、
　前記加算信号の特徴に応じた符号化モードで前記加算信号を符号化して第１符号化デー
タを生成する第１符号化部と、
　前記加算信号の符号化に用いられた符号化モードで前記差分信号をそれぞれ符号化して
第２符号化データを生成する第２符号化部と、
　前記第１符号化データと前記第２符号化データとを多重化して、マルチチャネル符号化
データを生成する多重化部と、
　を具備する音声音響信号符号化装置。
【請求項２】
　少なくとも３チャネルのマルチチャネルの音声音響入力信号を構成する複数のチャネル
信号を全て加算して１チャネルの加算信号を生成し、前記複数のチャネル信号のチャネル
間の差分信号を少なくとも２チャネル生成する、変換部と、
　前記１チャネルの加算信号を符号化して第１符号化データを生成する第１符号化部と、
　前記少なくとも２チャネルの差分信号をそれぞれ符号化して第２符号化データを生成す
る第２符号化部と、
　前記第１符号化データと前記第２符号化データとを多重化して、マルチチャネル符号化
データを生成する多重化部と、
　を具備する音声音響信号符号化装置。
【請求項３】
　前記音声音響入力信号は、マイクロホンアレーユニットから出力される信号である、
　請求項１または２に記載の音声音響信号符号化装置。
【請求項４】
　前記差分信号は、４チャネルの前記音声音響入力信号の差分信号であり、以下の数式に
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基づいて計算される、
　請求項１または２に記載の音声音響信号符号化装置。
　Ｘ＝（ｃｈ１＋ｃｈ２）－（ｃｈ３＋ｃｈ４）
　Ｙ＝（ｃｈ１＋ｃｈ３）－（ｃｈ２＋ｃｈ４）
　Ｚ＝（ｃｈ１＋ｃｈ４）－（ｃｈ２＋ｃｈ３）
　ｃｈ１～ｃｈ４は前記複数のチャネル信号であり、Ｘ，Ｙ，Ｚは前記チャネル間の差分
信号である。
【請求項５】
　前記第１符号化データには、前記加算信号の符号化に用いられた符号化モードを示すモ
ード情報が含まれる、
　請求項１に記載の音声音響信号符号化装置。
【請求項６】
　音声音響信号符号化装置から出力されたマルチチャネル符号化データを第１符号化デー
タと第２符号化データに分離し、前記第１符号化データは、前記音声音響信号符号化装置
において、マルチチャネルの音声音響入力信号を構成する複数のチャネル信号を全て加算
して生成される加算信号を、前記加算信号の特徴に応じた符号化モードで符号化して生成
され、前記第２符号化データは、前記音声音響信号符号化装置において、前記複数のチャ
ネル信号のチャネル間の差分信号を前記加算信号の符号化に用いられた符号化モードでそ
れぞれ符号化して生成される、逆多重化部と、
　前記加算信号の符号化に用いられた符号化モードで前記第１符号化データを復号して復
号加算信号を得る第１復号部と、
　前記加算信号の符号化に用いられた符号化モードで前記第２符号化データを復号して復
号差分信号を得る第２復号部と、
　前記復号加算信号及び前記復号差分信号に対して重み付け加算を施し、復号音声音響信
号を生成する逆変換部と、
　を具備する音声音響信号復号装置。
【請求項７】
　前記差分信号は、４チャネルの前記音声音響入力信号の差分信号であり、以下の数式に
基づいて計算される、
　請求項６に記載の音声音響信号復号装置。
　Ｘ＝（ｃｈ１＋ｃｈ２）－（ｃｈ３＋ｃｈ４）
　Ｙ＝（ｃｈ１＋ｃｈ３）－（ｃｈ２＋ｃｈ４）
　Ｚ＝（ｃｈ１＋ｃｈ４）－（ｃｈ２＋ｃｈ３）
　ｃｈ１～ｃｈ４は前記複数のチャネル信号であり、Ｘ，Ｙ，Ｚは前記チャネル間の差分
信号である。
【請求項８】
　前記第１符号化データには、前記加算信号の符号化に用いられた符号化モードを示すモ
ード情報が含まれる、
　請求項６に記載の音声音響信号復号装置。
【請求項９】
　請求項６に記載の復号装置から出力される前記復号音声音響信号に対してビームフォー
ミング処理を行い、目標信号を抽出する収音処理部を具備し、
　前記収音処理部は、
　　前記復号音声音響信号の各復号チャネル信号の位相を補正する位相補正部と、
　　前記位相補正された復号チャネル信号の全てを加算して加算信号を生成する加算部と
、
　　前記位相補正された復号チャネル信号の隣接チャネル間の差分信号を生成する減算部
と、
　　前記加算信号と前記差分信号とを用いて、前記目標信号の成分を強調するとともに前
記目標信号以外の成分を抑圧する抑圧部と、を具備する、
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　収音システム。
【請求項１０】
　マルチチャネルの音声音響入力信号を構成する複数のチャネル信号を全て加算して加算
信号を生成し、前記複数のチャネル信号のチャネル間の差分信号を生成し、
　前記加算信号の特徴に応じた符号化モードで前記加算信号を符号化して第１符号化デー
タを生成し、
　前記加算信号の符号化に用いられた符号化モードで前記差分信号をそれぞれ符号化して
第２符号化データを生成し、
　前記第１符号化データと前記第２符号化データとを多重化して、マルチチャネル符号化
データを生成する、
　音声音響信号符号化方法。
【請求項１１】
　音声音響信号符号化装置から出力されたマルチチャネル符号化データを第１符号化デー
タと第２符号化データに分離し、前記第１符号化データは、前記音声音響信号符号化装置
において、マルチチャネルの音声音響入力信号を構成する複数のチャネル信号を全て加算
して生成される加算信号を、前記加算信号の特徴に応じた符号化モードで符号化して生成
され、前記第２符号化データは、前記音声音響信号符号化装置において、前記複数のチャ
ネル信号のチャネル間の差分信号を前記加算信号の符号化に用いられた符号化モードでそ
れぞれ符号化して生成され、
　前記加算信号の符号化に用いられた符号化モードで前記第１符号化データを復号して復
号加算信号を得て、
　前記加算信号の符号化に用いられた符号化モードで前記第２符号化データを復号して復
号差分信号を得て、
　前記復号加算信号及び前記復号差分信号に対して重み付け加算を施し、復号音声音響信
号を生成する、
　音声音響信号復号方法。
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